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(57)【要約】
　対象物用のフレームは、前記対象物と取り外し可能に
係合し、前記対象物を支持し、又は前記対象物と共に動
作するように配置されたフレーム体を備え、前記フレー
ム体は、１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュール
を備え、前記１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュ
ールの各々は、前記フレームが前記対象物と係合し、前
記対象物を支持し、又は前記対象物と共に動作している
ときに、前記フレーム体又は前記対象物に処理又はアク
ティブ機能を与えるように配置されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象物用のフレームであって、前記対象物と取り外し可能に係合し、前記対象物を支持
し、又は前記対象物と共に動作するように配置されたフレーム体を備え、前記フレーム体
は、１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールを備え、前記１つ又は複数の取り外し
可能な機能モジュールの各々は、前記フレームが前記対象物と係合し、前記対象物を支持
し、又は前記対象物と共に動作しているときに、前記フレーム体又は前記対象物に処理又
はアクティブ機能を与えるように配置されている、フレーム。
【請求項２】
　前記１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールは更に、前記フレーム体又は前記対
象物に前記処理又はアクティブ機能を与えるように互いにインタラクトするよう配置され
ている、請求項１に記載のフレーム。
【請求項３】
　前記１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールの各々は、モジュール式の機能配置
を与えるように互いに相互通信するよう配置されている、請求項１又は２に記載のフレー
ム。
【請求項４】
　前記フレーム体は、前記フレーム体又は前記対象物に前記処理又はアクティブ機能を与
えるように前記フレーム体に配電される電流により電力供給される、請求項１乃至３のい
ずれか一項に記載のフレーム。
【請求項５】
　前記取り外し可能な機能モジュールは、前記フレーム体に電流を配電するように動作可
能であるパワーモジュールを備える、請求項１乃至４のいずれか一項に記載のフレーム。
【請求項６】
　前記パワーモジュールは、前記フレーム体に内蔵された又は取り付けられた電流発生装
置である、請求項５に記載のフレーム。
【請求項７】
　前記１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールは、処理モジュール、コントローラ
モジュール、通信モジュール、ディスプレイモジュール、ストレージモジュール、入力モ
ジュール、出力モジュール、フレームスタンド、又は空間占有ピースのうちの少なくとも
１つを含む、請求項１乃至６のいずれか一項に記載のフレーム。
【請求項８】
　前記１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールは、前記フレーム体を嵌合するよう
に寸法決めされたフレーム嵌合可能なアイテムを含む、請求項１乃至７のいずれか一項に
記載のフレーム。
【請求項９】
　前記フレーム体に前記フレーム嵌合可能なアイテムを取り外し可能に係合するように配
置された取り付け手段を更に備える、請求項８に記載のフレーム。
【請求項１０】
　前記取り付け手段は、前記フレーム体又は前記フレーム嵌合可能なアイテムの少なくと
も１つの１つ又は複数の位置に設けられ、前記１つ又は複数の位置は、端部、面、又はス
ポットのうちの１つを含む、請求項９に記載のフレーム。
【請求項１１】
　前記取り付け手段は、可逆的な舌及び溝嵌合部、柔軟な締結部、粘着物質、剥離可能な
接着部を有する有機媒体、磁気媒体、又は電磁媒体のうちの少なくとも１つを備える、請
求項９又は１０に記載のフレーム。
【請求項１２】
　前記１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールは、前記フレーム体を嵌合する寸法
を有するパンに含まれる、請求項８乃至１１のいずれか一項に記載のフレーム。
【請求項１３】
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　前記１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールは、前記フレーム体を嵌合する寸法
を有する構造にスリーブ付けされている、請求項８乃至１１のいずれか一項に記載のフレ
ーム。
【請求項１４】
　前記フレーム体は、前記フレーム体又は前記対象物に前記処理又はアクティブ機能を与
えるように前記フレーム嵌合可能なアイテムから配電される電流により電力供給される、
請求項８乃至１３のいずれか一項に記載のフレーム。
【請求項１５】
　前記フレーム体に取り外し可能に取り付けるように配置された外部モジュール式構造を
更に備え、前記外部モジュール式構造は、前記１つ又は複数の外部取り外し可能な機能モ
ジュールを備えるように配置され、前記１つ又は複数の外部取り外し可能な機能モジュー
ルの各々は、前記フレーム体又は前記対象物に前記処理又はアクティブ機能を与えるよう
に配置されている、請求項１乃至１４のいずれか一項に記載のフレーム。
【請求項１６】
　前記１つ又は複数の外部取り外し可能な機能モジュールは、パワーモジュール、処理モ
ジュール、コントローラモジュール、通信モジュール、ディスプレイモジュール、ストレ
ージモジュール、入力モジュール、出力モジュール、フレームスタンド、又は空間占有ピ
ースのうちの少なくとも１つを含む、請求項１５に記載のフレーム。
【請求項１７】
　前記フレーム体は、取り外し可能なスタンドに取り外し可能に取り付けられ、前記取り
外し可能なスタンドは、一部分又は全体のフレーム体の大きさの変更を適応させるよう手
動で又は自動的に拡張可能である、請求項１乃至１６のいずれか一項に記載のフレーム。
【請求項１８】
　電流を配電するように動作可能なケーブルを更に備え、前記ケーブルは、１つ又は複数
のコネクタと、前記ケーブルをカプセル化するように配置されるカプセル化部とを備える
、請求項１乃至１７のいずれか一項に記載のフレーム。
【請求項１９】
　前記１つ又は複数のコネクタ及び前記ケーブルは互いに分離可能である、請求項１８に
記載のフレーム。
【請求項２０】
　前記カプセル化部は電子的に制御可能である、請求項１８又は１９に記載のフレーム。
【請求項２１】
　前記カプセル化部は、電圧により変化するよう動作可能な発光部、発光ダイオード、又
は電気化学材料の少なくとも１つを含む、請求項１８乃至２０のいずれか一項に記載のフ
レーム。
【請求項２２】
　ユーザ識別に関連して前記フレームをパーソナライズするユーザを識別するよう配置さ
れた識別モジュールを更に備える、請求項１乃至２１のいずれか一項に記載のフレーム。
【請求項２３】
　前記ユーザ識別は、機械可読識別子又は光識別子のうちの少なくとも１つを含む、請求
項２２に記載のフレーム。
【請求項２４】
　請求項１乃至２３のいずれか一項に記載のフレームとインタラクトする方法であって、
　－　仮想マシンを構成するように通信ネットワークを介して１つ又は複数のフレームを
接続し、
　－　前記１つ又は複数のフレーム又は対象物の前記処理又はアクティブ機能を操作する
ように前記仮想マシンとインタラクトする、
　ステップを含む方法。
【請求項２５】
　前記仮想マシンを構成するように前記通信ネットワークを介して処理モジュールに前記
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１つ又は複数のフレームを接続するステップを更に含む、請求項２４に記載のフレームと
インタラクトする方法。
【請求項２６】
　前記仮想マシンの少なくとも一部は、前記１つ又は複数のフレームの少なくとも１つに
常駐する、請求項２４又は２５に記載のフレームとインタラクトする方法。
【請求項２７】
　前記仮想マシンは、前記仮想マシン、前記１つ又は複数のフレーム又は前記対象物のう
ちの少なくとも１つにおけるデータの提示の前に、前記データを処理するように配置され
た少なくとも１つの分散コンピューティングネットワークと通信するよう動作可能である
、請求項２３乃至２６のいずれか一項に記載のフレームとインタラクトする方法。
【請求項２８】
　前記分散コンピューティングネットワークの少なくとも一部は、前記１つ又は複数のフ
レーム及び／又は前記仮想マシンに常駐する、請求項２７に記載のフレームとインタラク
トする方法。
【請求項２９】
　前記フレーム体は、前記１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールを係合する、支
持する、又は収容するように配置されたパン又はスリーブを備える、請求項１乃至１１の
いずれか一項に記載のフレーム。
【請求項３０】
　前記フレーム体は、前記フレーム体と前記対象物との間の無線通信ネットワークを介し
て前記対象物と共に動作するように配置されている、請求項１乃至２９のいずれか一項に
記載のフレーム。
【請求項３１】
　前記フレーム体は、物理的接触又は係合なしに前記対象物と共に動作するように配置さ
れている、請求項３０に記載のフレーム。
【請求項３２】
　前記無線通信ネットワークは、ブルートゥース（登録商標）通信ネットワーク、Ｗｉ－
Ｆｉ通信ネットワーク、近距離無線通信（ＮＦＣ）ネットワーク、赤外線通信ネットワー
ク、又は無線周波数（ＲＦ）通信ネットワークのうちの少なくとも１つを含む、請求項３
１又は３２に記載のフレーム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、対象物（object）用のフレームに関し、特に、製造後に変更可能な電子装置
のためのモジュール式フレームに関するが、それに限定されない。
【背景技術】
【０００２】
　電子装置などの多くの対象物において、フレーム又はフレーム構造が、電子装置の部品
を支持又は収容するように含まれることがある。フレームは、装置の内部部品を保護する
ために用いられることもある。
【０００３】
　メディアに関連する装置、例えば、デジタル・フォト・フレームは、内蔵型表示画面に
画像などのメディアを表示するように用いられることがある。これらの装置は、表示画面
でメディアデータを処理及び提示するように装置の内部メモリに記憶された命令コード又
はソフトウェアプラットフォームによりプログラムされることがある。
【０００４】
　これらの対象物又は装置は、製造プロセスで、フレーム、ハードウェア、及びソフトウ
ェア構成要素における高い均一性を伴って大量生産されることがある。これらのフレーム
、ハードウェア、及びソフトウェア構成要素は、製造プロセスが終了した後には、変更可
能でもなく、カスタマイズ可能でもない。
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【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の第１の態様により、対象物用のフレームであって、対象物と取り外し可能に係
合し、対象物を支持し、又は対象物と共に動作するように配置されたフレーム体（frame 
body）を備え、フレーム体は、１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールを備え、１
つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールの各々は、フレームが対象物と係合し、対象
物を支持し、又は対象物と共に動作しているときに、フレーム体又は対象物に処理（proc
essing）又はアクティブ機能を与えるように配置されている、フレームが提供される。
【０００６】
　第１の態様の実施形態では、１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールは更に、フ
レーム体又は対象物に処理又はアクティブ機能を与えるように互いにインタラクトするよ
うに配置される。
【０００７】
　第１の態様の実施形態では、１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールの各々は、
モジュール式の機能配置を与えるように互いに相互通信するように配置される。
【０００８】
　第１の態様の実施形態では、フレーム体は、フレーム体又は対象物に処理又はアクティ
ブ機能を与えるようにフレーム体に配電（deliver）される電流により電力供給される。
【０００９】
　第１の態様の実施形態では、取り外し可能な機能モジュールは、フレーム体に電流を配
電するように動作可能なパワーモジュールを含む。
【００１０】
　第１の態様の実施形態では、パワーモジュールは、フレーム体に内蔵された又は取り付
けられた電流生成装置である。
【００１１】
　第１の態様の実施形態では、１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールは、処理モ
ジュール、コントローラモジュール、通信モジュール、ディスプレイモジュール、ストレ
ージモジュール、入力モジュール、出力モジュール、フレームスタンド、又は空間占有ピ
ース（space-occupying piece）のうちの少なくとも１つを含む。
【００１２】
　第１の態様の実施形態では、１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールは、フレー
ム体を嵌合するように寸法決めされたフレーム嵌合可能なアイテムを含む。
【００１３】
　第１の態様の実施形態では、フレーム体にフレーム嵌合可能なアイテムを取り外し可能
に係合するように配置された取り付け手段を更に備える。
【００１４】
　第１の態様の実施形態では、取り付け手段は、フレーム体又はフレーム嵌合可能なアイ
テムの少なくとも１つの１つ又は複数の位置に設けられ、１つ又は複数の位置は、端部（
edge）、面（surface）、又はスポットのうちの１つを含む。
【００１５】
　第１の態様の実施形態では、取り付け手段は、可逆的な舌及び溝嵌合部（reversible t
ongue-and-groove fitting）、柔軟な締結部（soft fastener）、粘着性物質、剥離可能
な接着部を有する有機媒体、磁気媒体、又は電磁媒体のうちの少なくとも１つを備える。
取り付け手段はまた、複数のアイテム、対象物、又は部品を取り外し可能に係合するよう
に配置される任意の他の既知の取り付け手段であってもよい。
【００１６】
　第１の態様の実施形態では、１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールは、フレー
ム体を嵌合する寸法を有するパン（pan）に含まれる。
【００１７】
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　第１の態様の実施形態では、１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュールは、フレー
ム体を嵌合する寸法を有する構造にスリーブ付けされる。
【００１８】
　第１の態様の実施形態では、フレーム体は、１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュ
ールを係合する、支持する、又は収容するように配置されたパン又はスリーブのうちの少
なくとも１つである。
【００１９】
　第１の態様の実施形態では、フレーム体は、フレーム体又は対象物に処理又はアクティ
ブ機能を与えるようにフレーム嵌合可能なアイテムから配電される電流により電力供給さ
れる。
【００２０】
　第１の態様の実施形態では、フレーム体に取り外し可能に取り付けるように配置された
外部モジュール式構造を更に備え、外部モジュール式構造は、１つ又は複数の取り外し可
能な機能モジュールを備えるように配置され、１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュ
ールの各々は、フレーム体又は対象物に処理又はアクティブ機能を与えるように配置され
る。
【００２１】
　第１の態様の実施形態では、１つ又は複数の外部取り外し可能な機能モジュールは、パ
ワーモジュール、処理モジュール、コントローラモジュール、通信モジュール、ディスプ
レイモジュール、ストレージモジュール、入力モジュール、出力モジュール、フレームス
タンド、又は空間占有ピースのうちの少なくとも１つを含む。
【００２２】
　第１の態様の実施形態では、フレーム体は、取り外し可能なスタンドに取り外し可能に
取り付けられ、取り外し可能なスタンドは、一部分又は全体のフレーム体の大きさの変更
を適応させるよう手動で又は自動的に拡張可能である。
【００２３】
　第１の態様の実施形態では、電流を配電するよう動作可能なケーブルを更に備え、ケー
ブルは、１つ又は複数のコネクタと、ケーブルをカプセル化するカプセル化配置（encaps
ulation arrangement）とを備える。
【００２４】
　第１の態様の実施形態では、１つ又は複数のコネクタ及びケーブルは互いに分離可能で
ある。
【００２５】
　第１の態様では、カプセル化部（encapsulation）は電子的に制御可能である。
【００２６】
　第１の態様の実施形態では、カプセル化部は、電圧により変化するように動作可能な発
光部、発光ダイオード、又は電気化学材料のうちの少なくとも１つを含む。
【００２７】
　第１の態様の実施形態では、ユーザ識別に関連してフレームをパーソナライズするユー
ザを識別するよう配置された識別モジュールを更に備える。
【００２８】
　第１の態様の実施形態では、ユーザ識別は、機械可読識別子又は光識別子のうちの少な
くとも１つを含む。
【００２９】
　本発明の第１の態様により、第１の態様の実施形態によってフレームとインタラクトす
る方法であって、
　－　仮想マシンを構成するように通信ネットワークを介して１つ又は複数のフレームを
接続し、
　－　１つ又は複数のフレーム又は対象物の処理又はアクティブ機能を操作するように仮
想マシンとインタラクトする、
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　ステップを含む方法が提供される。
【００３０】
　第２の態様の実施形態では、仮想マシンを構成するように通信ネットワークを介して処
理モジュールに１つ又は複数のフレームを接続するステップを更に含む。
【００３１】
　第２の態様の実施形態では、仮想マシンの少なくとも一部は１つ又は複数のフレームの
うちの少なくとも１つに常駐（reside）する。
【００３２】
　第２の態様の実施形態では、仮想マシンは、仮想マシン、１つ又は複数のフレーム又は
対象物のうちの少なくとも１つにおけるデータの提示の前に、データを処理するように配
置された少なくとも１つの分散コンピューティングネットワークと通信するように動作可
能である。
【００３３】
　第２の態様の実施形態では、分散コンピューティングネットワークの少なくとも一部は
、１つ又は複数のフレーム及び／又は仮想マシンに常駐する。
【００３４】
　以下に、本発明の実施形態について、例示として、添付図を参照して説明される。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の実施形態による対象物用のフレームの模式図である。
【図２】本発明の実施形態による対象物用のフレームの模式図である。
【図３Ａ】図２のフレームのコーナー、及びフレームのコーナーに設けられた可逆的な舌
及び溝嵌合部の拡大図である。
【図３Ｂ】図２のフレームのコーナー、及びフレームのコーナーに設けられた接着手段の
連続ストリップの拡大図である。
【図３Ｃ】図２のフレームのコーナー、及びフレームのコーナーに設けられた接着手段の
複数の部分ストリップの拡大図である。
【図３Ｄ】図２のフレームのコーナー、及びフレームのコーナーに設けられた組み込まれ
た磁気媒体の拡大図である。
【図４Ａ】本発明の実施形態による対象物用のフレームの模式図である。
【図４Ｂ】図４Ａのフレームの複数の機能モジュールを含むパンを示す模式図である。
【図５】本発明の実施形態による対象物用のフレームの模式図である。
【図６】本発明の実施形態による、仮想マシンに関連する１つ又は複数のフレーム及び分
散コンピューティングネットワークとインタラクトする方法の模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　図１を参照するに、対象物１００用のフレーム１０２の実施形態であって、対象物１０
０と取り外し可能に係合し、それを支持し、又はそれと共に動作するように配置されたフ
レーム体１０４を備え、フレーム体１０４はフレーム１０２が対象物と係合し、それを支
持し、又はそれと共に動作するときに、フレーム体１０４又は対象物１００に処理又はア
クティブ機能を与えるように各々配置された１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュー
ル１０６を含む、実施形態が提供される。
【００３７】
　この実施形態では、フレーム１０２は、フレーム体１０４と、ディスプレイアセンブリ
、回路基板、又はフレーム体１０４又は対象物１００に機能を与えるように配置された他
の構成要素などの少なくとも１つの取り外し可能な機能モジュールとを含む。
【００３８】
　フレーム１０２は、いくつかの実施例では、対象物に所定の形状を与えるように硬い材
料又は構造を備えてもよい、対象物１００に対する機械的支持部を提供することができる
。フレーム１０２はまた、所定の位置において対象物１００の１つ又は複数のコンポーネ
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ントを保持するように配置されてもよい。例えば、テレビにおいて、処理及び制御モジュ
ールは表示画面の後ろに置かれてもよく、スピーカは、表示画面の２つの側面に置かれて
もよく、これらのコンポーネントは、フレーム上のいくつかの所定の開口に対し露出され
たポート及びコネクタを有するテレビのフレームにより更にカプセル化される。
【００３９】
　フレーム１０２はまた、対象物１００が異なる様式で設置され又は位置付けられてもよ
く、例えば、スタンドを含むフレームを有するテレビは平坦な面に設置されてもよく、又
は、フレーム上の取り付け締結部により別の調整可能フレームに取り付けられてもよいよ
うな、調整可能な支持機構を含んでもよい。
【００４０】
　機械的支持部以外に、フレーム１０２は、対象物１００の動作状態についてユーザに通
知するインジケータ又は補助表示画面などの、対象物１００に機能を与える他のコンポー
ネントと、対象物１００の動作を制御する１つ又は複数の入力スイッチとを組み込んでも
よい。フレーム１０２はまた、処理のための処理モジュールにひいては転送されてもよい
画像又は映像を取り出すようにフレームに組み込まれたカメラモジュールを含んでもよい
。
【００４１】
　別の実施例は、そのようなウェアラブル装置のフレーム体に表示機能などの処理又はア
クティブ機能を与えるように、電子コンポーネントはスマートグラス及びスマートウォッ
チなどのウェアラブル装置のフレーム体に含まれてもよい。
【００４２】
　フレーム体１０４はまた、フレーム体と対象物との間で無線通信ネットワークを介して
対象物１００と共に動作してもよい。そのような配置では、無線通信ネットワークの動作
範囲内にある対象物１００から物理的に離れていつつ、フレーム体１０４が対象物１００
に処理又はアクティブ機能を与えることを可能にする、フレーム体１０４と対象物１００
との間の物理的接触又は係合は存在しない。好適には、無線通信ネットワークは、ブルー
トゥース（登録商標）通信ネットワーク、Ｗｉ－Ｆｉ通信ネットワーク、近距離無線通信
（ＮＦＣ）ネットワーク、赤外線通信ネットワーク、無線周波数（ＲＦ）通信ネットワー
ク又は当業者に知られている任意の他の無線通信ネットワークのうちの少なくとも１つを
含む。
【００４３】
　用語「フレーム」は、本明細書において、関連する対象物を支持又は一体化してもよい
構造的配置であることを意味し得るが、用語「フレーム」はまた、関連する対象物を必ず
しも支持又は一体化しなくてもよい構造、手段又は配置の他の実施例を含んでもよく、単
に関連する対象物を取り付けても又はその対象物をそれ自体と係合してもよい。いくつか
の実施例では、フレームはまた、対象物用の筐体又はカバーを含んでもよく、又は、いく
つかの他の実施例では、ホルダ、クリップ、又はモジュール保持ペン、スリーブなどの締
結手段を含んでもよい。
【００４４】
　この例示としての実施形態では、取り外し可能な機能モジュール１０６は、処理モジュ
ール又はコントローラモジュールを備えてもよい、対象物１００のコア１１２の一部であ
ってもよい。取り外し可能な機能モジュールは、ＳＩＭモジュール、ネットワークモジュ
ール、ＩＰモジュール、Ｗｉ－Ｆｉモジュール、ブルートゥース（登録商標）モジュール
、イーサネット（登録商標）モジュール又は近距離無線通信（ＮＦＣ）モジュールを備え
てもよい他の対象物又は装置と通信するように配置された通信モジュール１１４であって
もよい。取り外し可能な機能モジュール１０６は、表示画面アセンブリ、発光装置又はイ
ンジケータなどのディスプレイモジュール１１６であってもよい。取り外し可能な機能モ
ジュール１０６は、揮発性メモリ装置又は不揮発性メモリ装置などのストレージモジュー
ル１１８であってもよい。取り外し可能な機能モジュール１０６はまた、タッチ感応性ス
クリーン、ポインティング装置、キーボード、スピーカ、光イメージング装置、印刷装置
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などの入力装置１２０又は出力装置であってもよい。
【００４５】
　いくつかの例示としての実施形態では、取り外し可能な機能モジュール１０６は、フレ
ーム１０２又は対象物１００がスタンド１２２又はクレードル１２４上に載置されてもよ
いような、スタンド１２２又はクレードル１２４である。好適には、スタンド１２２又は
クレードル１２４は、フレーム１０２が処理又はアクティブ機能を与えるよう動作可能で
あるように、対象物１００又は対象物１００のフレーム１０２に電力を仲介するように配
置されてもよい。例えば、ディスプレイ１００の機器は、スタンド１２２に又はフレーム
１０２を取り付けることにより構成されてもよい。好適には、スタンド１２２又はクレー
ドル１２４は、一定の大きさであってもよく、又は、一部又は全体のフレーム１０２又は
対象物１００の大きさの増減に適応するように拡張可能であってもよい。
【００４６】
　更に別の例示としての実施形態では、取り外し可能な機能モジュールは、フレーム体１
０４、フレーム１０２及び／又は対象物１００が処理又はアクティブ機能を与えるよう動
作可能であるように、フレーム体１０４及び／又はフレーム１０２に電流を配電するよう
配置されたパワーモジュール１２６である。例えば、パワーモジュール１２６は、１つ又
は複数の電池、ＡＣ－ＤＣ変圧器、又は太陽電池又は燃料電池などの他の電力装置を備え
るパワーパックであってもよい。
【００４７】
　取り外し可能な機能モジュール１０６はまた、空間占有ピースであってもよい。空間占
有ピースは、全一式のモジュール１０６のフットプリントを複製するように、各々のその
ような実際のモジュール１０６がフレーム１０２、装置又はコンピュータにおいて占有す
る空間を満たすように、１つ又は複数の異なるモジュール１０６のそれぞれをプロテーゼ
のように置き換えるよう他の取り外し可能な機能モジュール１０６の形状を複製する、１
つ又は複数の空きのシェルであってもよい。代替として、空間占有ピースは、軽量化モジ
ュールが設けられたフレーム１０２が、同じ空間又は体積を満たす別の取り外し可能な機
能モジュール１０６が設けられたフレームより軽量であってもよいように、軽量化モジュ
ールとみなされてもよい。
【００４８】
　１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュール１０６の各々はまた、フレーム１０２又
は対象物１００に処理及び／又はアクティブ機能を与えるように、互いにインタラクトす
るよう配置されてもよい。換言すれば、２つ又は３つ以上の取り外し可能な機能モジュー
ル１０６それぞれに対する機能は、それに代えて、単一のモジュール、例えば、クレード
ル兼用スタンド兼用パワー・パックであるモジュールに常駐し得、なおもモジュール方式
が可能でもある。
【００４９】
　取り外し可能な機能モジュール１０６又は複数のモジュール１０６の個別の付加、又は
、フレーム１０２又は対象物１００の補足アイテム（complementary item）に対する種々
のモジュール１０６の補足、例えば、ディスプレイ１１６の機器の後部は、対象物１００
におけるフレーム１０２の取り外し可能な機能モジュール１０６の分離性（separability
）を実現するいくつかの例示としての実施形態で提供される取り付け手段と、補足アイテ
ムに一体的に付加するのに十分なプレート上にモジュール１０６を一緒に配置した後に、
モジュール１０６の付加が１つずつであるか又は集合的であるかとに関連して、永続的締
結部、又は、舌及び溝嵌合部２０２、ある形状の接着部２１２又は柔軟な締結部などの非
永続的締結部を用いて実現され得る。
【００５０】
　代替として、１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュール１０６の各々は、モジュー
ル機能配置を備えるように、互いに相互通信するよう配置される。換言すれば、各そのよ
うなモジュール１０６は、装置、対象物１００又はフレーム１０２への追加時に、それぞ
れのモジュール１０６と、モジュールが嵌合する他のモジュールとの間の１つ又は複数の
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電気的接触又は無線通信を介しての電気的／電磁気的／電子的通信の結果として、それぞ
れの装置、対象物１００又はフレーム１０２により用いられ得る。
【００５１】
　例えば、すでに利用可能な電子通信手段を、有線又は無線により用いることにより、例
えば、コア１１２とコアに対して遠く離れたディスプレイ１１６の機器との間の通信に対
して、１つのモジュール１０６は、このモジュールと一体化されている必要がない別のモ
ジュール１０６に影響し得る。
【００５２】
　任意に、コンポーネントを含む各そのようなモジュール１０６は、それぞれのフレーム
又は対象物におけるモジュールの役割との関連で、すでに利用可能な装置又は機器モジュ
ールを含み得る。例えば、追加の処理モジュール１１２は、フレーム１０２の処理能力を
改善するように含まれてもよい。
【００５３】
　例示としての実施形態では、対象物１００用のフレーム１０２は、対象物に電流を配電
するよう動作するケーブル１３２を備えてもよく、ケーブル１３２は、１つ又は複数のコ
ネクタ１３４と、ケーブル１３２をカプセル化するカプセル化配置とを備える。好適には
、１つ又は複数のコネクタ１３４及びケーブル１３２は、互いに分離可能である。
【００５４】
　フレーム１０２又は対象物１００のパワーコード１３０であってもよいケーブル１３２
はモジュール式構造又は変更可能である。例えば、ケーブル１３２の最外カプセル化は可
変であってもよく、コネクタ１３４は、当業者に知られているＵＳＢコネクタ又は任意の
他のコネクタなどの適切なコネクタに変更されてもよい。
【００５５】
　パワーコード１３０は、パワーパック１２６又は中間部、例えばパワーパック１２６に
電流を流すスタンド１２２又はクレードル１２４に直接接続してもよい。代替として、パ
ワーコード１３０は、フレーム１０２を電源に接続してもよい。電源は、プラグ１３８を
介して、最終的な電力の電源ポイント（例えば、壁コンセント）、充電器、又はＵＳＢポ
ート又はコンピュータシステムなどの別の電力供給装置に接続するＡＣ－ＤＣ変圧器１３
６の装置であってもよい。
【００５６】
　好適には、フレーム１０２また対象物１００におけるパワーコード１３０による接続及
び電源におけるパワーコード１３０による接続は、ＵＳＢジャック又はその等価物によっ
てもなし得る。パワーコード１３０又はケーブル１３２は、ＵＳＢの代替物、代用物又は
後継物は、電子器具、他の装置、コンピュータ又は対象物１００用のフレーム１０２の何
れかの間で十分な電流を流すのに有効であっても又は有効になってもよいために、ＵＳＢ
ジャックと同じ目的で、そのようなＵＳＢの代替物及び／又は代用物及び／又は後継物を
用いてもよい。
【００５７】
　カプセル化部は、リボン内に電線をカプセル化してもよく、従ってリボンは、製造業者
、商社又は一般人である人間、又は機械により、自己完結型絶縁電線から分離可能（取り
付け可能及び取り外し可能）である。そのリボンは、透明な、色を有する、又は別の色を
有する材料から成っていてもよい。電線は自己完結型であり、ゆえに、リボンの分離性は
この電線には影響しない。
【００５８】
　いくつかの例示としての実施形態では、カプセル化は電子的に制御可能である。例えば
、カプセル化の外観の変化は、異なるカプセル化材料における選択を可能にするカプセル
化電線からのカプセル化の分離性により、又は電子的指示により実現されてもよく、後者
は、例えば、カプセル化材料に対するかなり低い電圧の変化によりカプセル化材料を発光
性にすること、又は発光ダイオード（ＬＥＤ）の利用、又は電気化学反応により、カプセ
ル化材料が電子的に可変又は制御可能であり得るのに十分な材料を含む限りにおいて、そ
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うである。好適には、カプセル化の外観の変化は、手動で又は自動的に影響されてもよく
、又は、フレーム又は対象物のコントローラモジュールにより影響されてもよく、又は、
カプセル化物又はケーブル１３２との通信において何れかの他のコントローラモジュール
により影響されてもよい。
【００５９】
　図２を参照するに、対象物用のフレーム１０２の実施形態であって、１つ又は複数の取
り外し可能な機能モジュール１０６は、フレーム体１０４を嵌合するように寸法決めされ
たフレーム嵌合可能なアイテム１４０である、実施形態が提供される。
【００６０】
　この実施形態では、フレーム嵌合可能なアイテム１４０は、フレーム体１０４により囲
まれた（encompass）空領域（empty area）に適合する寸法を有してもよく、ゆえに、フ
レーム嵌合可能なアイテム１４０は空領域を満たす。例えば、表示画面は、デジタル・フ
ォト・フレームにおいてフレームを嵌合させてもよい。
【００６１】
　好適には、フレーム体１０４は、少なくとも１つのフレーム嵌合可能なアイテム１４０
をフレーム体１０４に分離可能に取り付けるように配置された１つ又は複数の取り付け手
段を備え、取り付け手段は、フレーム体１０４及びフレーム嵌合可能なアイテム１４０を
取り付ける機構を提供する一方、取り付け手段の以下の実施形態の１つ、一部の組み合わ
せ又はすべての組み合わせにより、それらの取り付け手段を互いから移動させることを可
能にする。
【００６２】
　図３Ａを参照するに、可逆的な舌及び溝嵌合部２０２である取り付け手段の実施形態、
即ち、嵌合部がフレーム１０２の正面の外観を損なわないように、フレーム１０２の裏面
から嵌合部を導くオプションにより、フレーム体１０４及びフレーム嵌合可能なアイテム
１４０を一緒に確実に保持するように、フレーム体１０４のカーブアウト（carve-out）
及びフレーム嵌合可能なアイテム１４０の周囲の両方における（例えば、フレームのコー
ナー１４２及びフレーム嵌合可能なアイテムのコーナー１４４の各々における）十分な数
の点が、提供される。
【００６３】
　この実施形態では、舌形状取り付け手段２０４は、フレーム嵌合可能なアイテムのコー
ナーに設けられ、フレーム体１０４及びフレーム嵌合可能なアイテム１４０が一緒に取り
付けられるように、フレーム体１０４における対応する位置に設けられた溝２０６に嵌合
してもよい。フレーム嵌合可能なアイテム１４０は、後に、舌及び溝嵌合部２０２を外す
ことにより、フレーム体１０４から取り外されてもよい。代替として、溝２０６及び舌２
０４の対応する位置は交換可能であってもよい。
【００６４】
　いくつかの実施形態では、取り付け手段は、柔軟な締結部、例えば、適切な力でメスに
／からオスの挿入及び取り外しを可能にするプラスチック製のオス－メス締結部であって
もよく、フレーム及び嵌合可能なアイテムを一緒に保持するのに十分に安全である。
【００６５】
　いくつかの他の実施形態では、取り付け手段は、フレーム体１０４及びフレーム嵌合可
能なアイテム１４０を接合し、接着部２１２の緩和までずっとそのままの状態を保つのに
、又は、フレーム体１０４及びフレーム嵌合可能なアイテム１４０を引き離すことにより
接着部２１２を緩和するのに十分な大きさの力を加えるときに、フレーム体１０４及びフ
レーム嵌合可能なアイテム１４０の分離性を可能にする接着部２１２であってもよい。接
着部２１２は、分離可能な接着部を実現するのに適した、適切な粘着質の物質又は何らか
の有機媒体によって実現され得る。
【００６６】
　好適には、分離可能接着部２１２はまた、フレーム体１０４又はフレーム嵌合可能なア
イテム１４０の少なくとも１つの磁気媒体又は電磁気媒体であり、フレーム体１０４又は
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フレーム嵌合可能なアイテム１４０の他においては磁気感応補足部を有してもよい。磁性
は、磁気媒体に固有であり、ゆえに、適切な力を加えるときに接着部になおも分離性が受
け入れ可能であるようにし得、又は、十分な電流により活性化され得る。フレーム嵌合可
能なアイテムが電力を伝達する限り、フレーム嵌合可能なアイテム１４０により又はそれ
を通って、又は、電流が電力を伝達する限り、フレーム体１０４により又はそれを通って
、電流は磁気媒体に供給され得る。電流は、電磁媒体が存在するのがフレーム体１０４又
はフレーム嵌合可能なアイテム１４０のどちらにであっても、配電されてもよい。
【００６７】
　図３Ｂを参照するに、接着手段２１２の連続的なストリップである取り付け手段の実施
形態であって、接着部２１２は、フレーム体１０４及びフレーム嵌合可能なアイテム１４
０を一緒に接合し、接着部２１２の緩和までずっとそのままの状態を保つのに、又は、フ
レーム体１０４及びフレーム嵌合可能なアイテム１４０を引き離すことにより接着部２１
２を緩和するのに、十分な大きさの力を加えるときに、フレーム体１０４及びフレーム嵌
合可能なアイテム１４０の分離性を可能にする、実施形態が提供される。
【００６８】
　代替として、図３Ｃを参照するに、接着手段２１４の１つ又は複数の部分ストリップで
ある取り付け手段の実施形態が提供される。図２Ｂに示す実施形態と同様に、取り付け手
段２１４は、フレーム体１０４及びフレーム嵌合可能なアイテム１４０を一緒に接合し、
接着部２１４の緩和までずっとそのままの状態を保つのに、又は、フレーム体１０４及び
フレーム嵌合可能なアイテム１４０を引き離すことにより接着剤２１４を緩和するのに、
十分な大きさの力を加えるときに、フレーム体１０４及びフレーム嵌合可能なアイテム１
４０の分離性を可能にする。代替として、取り付け手段は、複数のスポットに設けられて
もよい。
【００６９】
　図３Ｄを参照するに、フレーム体１０４又はフレーム嵌合可能なアイテム１４０の少な
くとも１つに組み込まれた実施形態の取り付け手段２２２が示されている。そのような配
置は、フレーム体１０４又はフレーム嵌合可能なアイテム１４０に常駐するように配置さ
れた磁気媒体又は電磁媒体に特に有利であるが、それらに限定されない。
【００７０】
　好適には、接着手段の導入は、接着部を設けるための要求に応じて、各々の対応する点
に、又は、各々の補足点において、複数の構成、即ち、（ａ）フレーム体１０４のみ、（
ｂ）フレーム嵌合可能なアイテム１４０のみ、又は（ｃ）フレーム体１０４及びフレーム
嵌合可能なアイテム１４０の両方、のうちの１つにおいてあり得る。
【００７１】
　好適には、締結部又は接着手段のタイプに応じて、１つ又は複数の締結部又は接着媒体
は、締結部又は接着手段の次の導入、即ち、（ａ）フレーム体１０４におけるカーブアウ
トの内側の端部に沿った、（ｂ）フレーム体１０４の後ろへの、（ｃ）フレーム嵌合可能
なアイテム１４０の周縁部の端部に沿った、（ｄ）フレーム体１０４の後ろに適合し得る
フレーム嵌合可能なアイテム１４０の表面上への、（ｅ）フレーム体１０４内への、（ｆ
）フレーム嵌合可能なアイテム１４０内への、導入の置き換えの何れかにおいて、常駐し
てもよい。
【００７２】
　代替として、取り付け手段はまた、複数のアイテム、対象物又は部品を取り外し可能に
係合するように配置された任意の他の既知の取り付け手段であってもよい。任意に、複数
の取り付け手段は、フレーム体１０４とフレーム嵌合可能なアイテム１４０との間の取り
付けの安全性を高めるように、フレーム体及び／又はフレーム嵌合可能なアイテム１４０
の各々における複数の位置に設けられてもよい。
【００７３】
　いくつかの例示としての実施形態では、接着方法に関連して、接着要素は、（ａ）フレ
ーム体１０４の製造中又は製造後に拘らず、フレーム体１０４のカーブアウトの周囲に、
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他方、フレーム嵌合可能なアイテム１４０の製造中又は製造後には、フレーム嵌合可能な
アイテム１４０に、接着要素のスポット又は接着要素を含むストリップを付けるステップ
、（ｂ）接着手段がフレーム体１０４及びフレーム嵌合可能なアイテム１４０の両方に補
足物を必要とするときはいつでも、同様に、上述のように、フレーム体１０４に接着要素
のスポット又は接着要素を含むストリップを付けることに加えて、フレーム嵌合可能なア
イテム１４０の製造中又は製造後には、フレーム嵌合可能なアイテム１４０の周囲に接着
要素のスポット又は接着要素を含むストリップを付けるステップ、並びに（ｃ）磁気媒体
を用いるときはいつでも、フレーム体１０４のカーブアウトの周囲に接着要素を付けると
いうより、接着手段を隠すように、その周囲内に接着要素を、及びフレーム嵌合可能なア
イテム１４０の周囲内に補足物を埋め込み、フレーム体１０４及びフレーム嵌合可能なア
イテム１４０に関してはその逆にするステップ、を含む複数の様式のうちの１つにより、
それぞれの表面に位置付けられてもよいが、それらに限定されない。
【００７４】
　フレーム体１０４及びフレーム嵌合可能なアイテム１４０を取り付ける上述の方法の何
れかと共に、次の代替の方法であって、（ａ）フレーム嵌合可能なアイテム１４０はフレ
ーム体１０４内に入り込んでもよく、（ｂ）フレーム体１０４はフレーム嵌合可能なアイ
テム１４０内に入り込んでもよく、（ｃ）フレーム体１０４は、フレーム体１０４がフレ
ーム嵌合可能なアイテム１４０を閉じるフレーム嵌合可能なアイテム１４０を含むように
、ヒンジ上で顎状に開いて（フレーム体１０４の前面を損傷することを回避するようにフ
レーム体１０４内に隠されて）いてもよい、方法を含むがそれらに限定されない、代替の
方法が提供され得る。
【００７５】
　好適には、フレーム体１０４及びそれぞれのフレーム嵌合可能なアイテム１４０は、フ
レーム体１０４及びフレーム嵌合可能なアイテム１４０が互いに嵌合する限り、直方体で
なくてもよい。更に、フレーム体１０４及びフレーム嵌合可能なアイテム１４０の分離性
を実現するこれらの方法は、さまざまなフォームファクタがあり得る。
【００７６】
　締結部又は接着部の場合には、上述の実施形態で提供されているように、締結部又は接
着部を閉じる又は外すのに必要な適切な力は、一般人又は機械が締結部又は接着部を閉じ
ている又は外しているに拘らず、それに調和して、締結部又は接着手段の仕様により、設
定されてもよい。
【００７７】
　好適には、電流は、フレームがそのような機能を提供する場合に、フレーム体１０４の
エネルギー要求機能を付与するように供給されてもよい。この必要な電流は、フレーム嵌
合可能なアイテム１４０、そのアイテムを有する機器、他の装置又はコンピュータの何れ
かにより、それを介して、又はそれから、１つの機器、他の装置又はコンピュータから別
のものに電流を供給する通常利用可能な手段を介して、又はフレーム体１０４自体内から
、例えば、１つ又は複数の電池、太陽エネルギー装置又は壁面コンセントにより、供給さ
れてもよい。
【００７８】
　好適には、より大きいフレーム体１０４及び第２のより小さいフレーム体１０４は、よ
り大きいフレーム体１０４が最終フレーム嵌合可能なアイテム１４０とも嵌合するか否か
に拘らず、互いに嵌合し得る一方、例えば、限定的でなく、より大きいフレーム体１０４
はそのアセンブリを固定し、より小さいフレーム体１０４は、フレーム嵌合可能なアイテ
ム１４０の美的付加、機能付加又は互換性を、又は、最終フレーム体１０４及び最終フレ
ーム嵌合可能なアイテム１４０のカーブアウトの中間の異なる形状を提供する。代替とし
て、より小さいフレーム体１０４はフレーム嵌合可能なアイテム１４０を固定するように
配置されてもよく、より大きい美的フレーム体１０４はより小さいフレーム体１０４の周
囲で嵌合してもよい。
【００７９】
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　例示としての実施形態では、フレーム体１０４及びフレーム嵌合可能なアイテム１４０
は、機器、他の装置又はコンピュータの一部ではなく、例えば、メガネの一部として、１
つのカバンの一部として、又は家具の一部として、対象物１００又は装置自体を構成して
もよい。
【００８０】
　図４Ａ及び４Ｂを参照するに、フレーム体１０４を嵌合する寸法を有するパン４００内
に含まれる１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュール１０６を備える対象物１００用
のフレーム１０２の実施形態が提供される。この実施形態では、パン４００は、上述の実
施形態で示されたフレーム嵌合可能なアイテム１４０とみなされてもよく、フレーム体１
０４と嵌合する又はそれを取り付けるように配置される。任意に、互換性のあるフレーム
体１０４との嵌合性の標準化又はカスタマイゼーションを容易化するように、パン４００
に常駐するモジュール１０６又はコンポーネントはまた、モジュール方式であってもよく
、パン４００自体もまた、モジュール方式であってもよい。
【００８１】
　図５を参照するに、フレーム体を嵌合する寸法を有する構造５００内にスリーブ付けさ
れた１つ又は複数の取り外し可能な機能モジュール１０６を備える対象物１００用のフレ
ーム１０２の実施形態が提供される。この実施形態では、スリーブ５００は、上述の実施
形態で示されたフレーム嵌合可能なアイテム１４０とみなされてもよく、フレーム体１０
４と嵌合する又はそれを取り付けるように配置される。任意に、互換性のあるフレーム体
１０４との嵌合性の標準化又はカスタマイゼーションを容易化するように、スリーブ５０
０に常駐するモジュール１０６又はコンポーネントはまた、モジュール方式であってもよ
い。
【００８２】
　例えば、標準化は、スリーブ５００内のディスプレイ１１６（例えば、スクリーン）の
機器を常駐させることにより実現されてもよい。従って、（ａ）フレーム体１０４の製造
業者、組み立て業者又は販売業者がその仕様を認識しているスリーブ５００内にディスプ
レイ１１６の機器が載置されている限り、フレーム体の製造業者、組み立て業者又は販売
業者がフレーム体１０４と嵌合するディスプレイ１１６の機器の種々の大きさを見込む必
要があること、及び（ｂ）スリーブ５００がフレーム体１０４が関連する仕様の１つであ
る限り、フレーム１０２、機器、他の装置又は対象物１００の製造業者、組み立て業者又
は販売業者が任意のフレーム体１０４の仕様を見込む必要があること、の両方を排除する
ように、スリーブ５００は、互換性のあるフレーム体１０４を伴って、中間に位置する。
この効果は、フレーム体１０４の変化についてのフレーム嵌合性の実現において、フレー
ム体１０４の製造業者、組み立て業者及び販売業者、並びにフレーム１０２、対象物１０
０、機器、他の装置及びコンピュータの製造業者、組み立て業者及び販売業者への非依存
性を可能にする。
【００８３】
　代替として、図４Ａ及び４Ｂに示すパン４００は、互換性のあるフレーム体１０４との
嵌合性の標準化又はカスタマイゼーションを容易化するように、図５に示すスリーブ５０
０に常駐してもよく、その逆であってもよい。
【００８４】
　いくつかの例示としての実施形態では、対象物１００用のフレーム１０２は、フレーム
体１０４に取り外し可能に取り付けられるように配置された１つ又は複数の外部モジュー
ル式構造を備えてもよく、外部モジュール式構造は、フレーム体１０４又は対象物１００
に処理又はアクティブ機能を与えるように各々配置された１つ又は複数の外部取り外し可
能な機能モジュールを含む。
【００８５】
　この実施形態では、外部取り外し可能な機能モジュールは、例えば、フレーム１０２又
は対象物１００に処理又はアクティブ機能を支援するようにフレーム１０２又は対象物１
００の追加のエネルギー源を提供するように設けられたパワーモジュール１２６又は電池
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パックであってもよい。代替として、外部取り外し可能な機能モジュールは、フレーム１
０２又は対象物１００のための追加のデータソース又は記憶容量を提供するように設けら
れた二次ストレージモジュール１１８であってもよい。
【００８６】
　代替として、外部取り外し可能な機能モジュールは、パワーモジュール１２６、処理モ
ジュール、コントローラモジュール、コア１１２、通信モジュール１１４、ディスプレイ
モジュール１１６、ストレージモジュール１１８、入力モジュール１２０、出力モジュー
ル、フレームスタンド１２２、クレードル１２４又は空間占有ピースのうちの少なくとも
１つを含んでもよく、外部取り外し可能な機能モジュールは、上述の実施形態における取
り外し可能な機能モジュール１０６により与えられる機能に類似する、フレーム１０２又
は対象物１００の処理又はアクティブ機能を提供するように配置されてもよい。
【００８７】
　代替として、外部取り外し可能な機能モジュールは、フレーム体又は対象物に処理又は
アクティブ機能を与えるようにフレーム１０２又は対象物１００の任意の他の外部取り外
し可能な機能モジュール又は取り外し可能な機能モジュール１０６とインタラクト又は相
互通信するよう動作可能であってもよい。
【００８８】
　例示としての実施形態では、図１、図４Ａ及び図５を参照するに、フレーム体１０４は
、配電される電流により電力供給され、ゆえに、フレーム１０２は、処理又はアクティブ
機能を与えるよう動作可能である。
【００８９】
　一実施例として、フレーム体１０４により提供される処理又はアクティブ機能はフレー
ム体１０４に与えられてもよく、このことは、任意の他のモジュール１０６又は対象物の
機能に拘らない。フレームはまた、アクティブフレーム１０４又はスマートフレーム１０
４及びフレーム嵌合可能なアイテム１４０を備える補足物、例えば、機器の表示画面１１
６又はフレーム１０２を介して、対象物１００を補足する付加機能を提供してもよい。
【００９０】
　この実施形態では、電流は、フレーム嵌合可能なアイテム１４０、取り外し可能な機能
モジュール１０６又は外部取り外し可能な機能モジュールにより、それを介して又はそれ
から、フレーム体１０４に配電されてもよい。代替として、電流は、電源から直接発生す
るか、又はフレーム嵌合可能なアイテム１４０、取り外し可能な機能モジュール１０６又
は外部取り外し可能な機能モジュールがフレーム１０２又は対象物１００の補足物である
ときは、電源をタッピングしたそれぞれのフレーム１０２又は対象物１００におけるどこ
か別の場所を通して、フレーム嵌合可能なアイテム１４０、取り外し可能な機能モジュー
ル１０６又は外部取り外し可能な機能モジュールを通る、電流の伝送のある組み合わせの
結果として、フレーム体１０４に配電されてもよい。代替として、取り外し可能な機能モ
ジュール１０６は、フレーム体１０４に電流を配電するよう動作するパワーモジュール１
２６を含む。
【００９１】
　代替として、パワーモジュール１２６は、フレーム体１０４に内蔵された又は取り付け
られた電流発生装置である。例えば、フレーム体１０４は、再充電可能か外部電源に依存
するかに拘らず、１つ又は複数の電池、太陽エネルギー装置又は他の独立したエネルギー
発生装置を備えるかどうかに拘らず、フレーム内パワーパック又はフレーム一体型パワー
パックにより電力供給される。
【００９２】
　電力供給機構を組み込むフレーム体１０４により、他の電子装置（ＣＰＵなど）はフレ
ーム体１０４に含まれてもよく、ゆえに、そのフレーム体を処理能力を有するフレーム体
１０４とし、又は、導入される電子装置、機構又は機能モジュールの性質に依存する任意
の他の機能としてもよい。
【００９３】
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　例示としての実施形態では、対象物１００用のフレーム１０２は、ユーザ識別（user i
dentification）に関連してフレーム１０２をパーソナライズするようにユーザを識別す
るよう配置された識別モジュールを備えてもよい。識別モジュールは、例えば、任意のフ
レーム１０２、対象物１００、他の装置又はコンピュータ内であるか又はそれにおいてで
あるかに拘らず、機械可読コード又は外部から読み出し可能なコードを、又は、フレーム
１０２、対象物１００、他の装置又はコンピュータにおけるソフトウェア内のコードを、
それらに限定されずに、参照するフレーム１０２又は対象物１００の識別子（identifier
）のディレクトリを含んでもよい。好適には、コードは、それぞれのフレーム１０２、装
置、コンピュータ又は対象物１００を一意に識別する。
【００９４】
　ユーザにより安全にアクセスされ、機械可読コード又は外部から読み出し可能なコード
を読み出し得る、及びディレクトリと通信する手段にアクセスする電子機器により、その
ようなコードを担うフレーム１０２、対象物１００、機械、他の装置又はコンピュータの
ユーザは、例えば、Ｗｏｒｌｄ－Ｗｉｄｅ　Ｗｅｂへのアクセスを有するコンピューティ
ング装置又は遠隔制御を介してアクセス可能であるスマートフォン又はＷｏｒｌｄ－Ｗｉ
ｄｅ　Ｗｅｂアカウントを介して、それぞれのフレーム又は機器とユーザにより入力され
る詳細データとをディレクトリが関連付けるように、中間の信頼済みの機器（intermedia
ting trusted instrument）からディレクトリに、ユーザの個人詳細データと共に、その
ような識別子をカジュアルに（casually）中継し得る。
【００９５】
　図６を参照するに、仮想マシン６０２を構成するように通信ネットワークを介して１つ
又は複数のフレーム１０２を接続するステップと、１つ又は複数のフレーム又は対象物１
００の処理又はアクティブ機能を操作するよう仮想マシン６０２とインタラクトするステ
ップとを含むフレーム１０２とインタラクトする方法の実施形態が提供される。
【００９６】
　この実施形態では、１つ又は複数のフレーム１０２、装置又はコンピュータは通信ネッ
トワークに接続され、仮想マシン（ＶＭ）６０２が構成される。そのような通信が、ＶＭ
６０２を１つ又は複数のフレーム１０２、装置又はコンピュータに常駐させることからも
たらされるか、ＶＭ６０２と、フレーム、機器、他の装置又はコンピュータとの間で、通
常の遠隔通信手段を介して遠隔的に行われるかに拘らず、ＶＭ０２及び１つ又は複数のフ
レーム１０２、装置又はコンピュータは通信してもよい。好適には、動作、機能又は目的
は、ＶＭ６０２が通信し得るフレーム１０２、装置又はコンピュータに理解可能であるよ
うに、ＶＭ６０２により規定され得る。好適には、ＶＭ６０２が関連するフレーム１０２
、装置又はコンピュータは、ＶＭ６０２による規定と適合する能力を有する（例えば、装
置又はフレーム１０２におけるメディアの提示の（再）編成において）。そのような通信
ネットワークにおけるフレーム１０２、装置又はコンピュータは、提供されたＶＭ６０２
に対して受け入れ可能なＶＭとみなされてもよい。
【００９７】
　代替として、フレーム１０２とインタラクトする方法は、仮想マシン６０２を構成する
ように通信ネットワークを介して処理モジュール６０４に１つ又は複数のフレームを接続
するステップを更に含んでもよい。例えば、１つ又は複数のフレーム１０２は、仮想マシ
ン６０２を構成するように通信ネットワークを介して、電子機器、装置、対象物１００、
別のフレーム１０２又はコンピュータに常駐する１つ又は複数の処理モジュール６０４に
接続されてもよい。
【００９８】
　ＶＭ６０２は、ＶＭ６０２がフレーム１２０、対象物１００、装置又はコンピュータに
常駐しているときでさえ、関連フレーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュータか
ら独立して離散的に存在してもよい。代替として、仮想マシン６０２の少なくとも一部は
、１つ又は複数のフレーム１０２の少なくとも１つに常駐する。
【００９９】
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　好適には、ＶＭ６０２により用いられるソフトウェアコードは、ＶＭ６０２により影響
されるフレーム１０２、装置又はコンピュータが特定のソフトウェア言語の使用からもた
らされる規定と適合し得る限り、そのソフトウェア言語である必要はない。
【０１００】
　更に、仮想マシン６０２は、仮想マシン６０２、１つ又は複数のフレーム１０２又は対
象物１００のうちの少なくとも１つにおけるデータの提示の前に、データを処理するよう
配置された少なくとも１つの分散コンピューティングネットワーク６１２と通信するよう
に動作可能である。
【０１０１】
　図６を参照するに、データは、１つ又は複数のデータ源６１４、例えば、フレーム１０
２、装置又はコンピュータとは異なるデータウェアハウスから仮想マシン６０２に供給さ
れてもよく、このデータは、仮想マシン６０２、又は仮想マシン６０２と通信するフレー
ム１０２、装置又はコンピュータにこのデータが供給される前に、そのような分散コンピ
ューティングネットワーク６１２又はクラウド・コンピューティング・ネットワークによ
り処理されてもよい。代替として、フレーム１０２、装置又はコンピュータに常駐するデ
ータは、仮想マシン６０２、１つ又は複数のフレーム１０２又は対象物１００のうちの少
なくとも１つにおけるデータの提示の前に、処理されて、分散コンピューティングネット
ワーク６１２によりフレーム１０２、装置又はコンピュータに戻されてもよい。
【０１０２】
　更に、フレーム１０２、装置又はコンピュータは、分散コンピューティングネットワー
ク６１２の少なくとも一部が１つ又は複数のフレーム１０２及び／又は仮想マシン６０２
に常駐するように、分散コンピューティングネットワーク６１２の一部を構成してもよい
。
【０１０３】
　フレーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュータの製造において、これらのアイ
テムの変更は、終了した製造プロセスの後に限定されてもよく、又は、製造後の変更は不
都合又は不経済であることがある。例えば、同じ目的、カテゴリ又はクラスのそのような
フレーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュータは、製造の後期段階、組み立て又
は製造後に拘らず、それらの変更において便利さ又は経済性の欠如が課せられた、高い均
一性のために、つまらない外観を有することもある。いくつかの場合では、そのようなフ
レーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュータは、一般に、製造後には、経済的（
例えば、種々のバージョンの機器を届けるコストに関連して）、美的及び／又は他の種々
の基準に適合するように、人間によってか、製造業者、販売業者又は顧客によってかに拘
らず、あまり努力を伴わずに、あまり変更されない。
【０１０４】
　デジタル・フォト・フレームなどのいくつかの装置又はメディアに関連する装置は、各
機器を目的とする何らかの種類のコードに依存し得る。しばしば、そのようなコードはフ
ァームウェアである。例えば、そのコードは、機器、機器の種々のモデルの系列又は機器
のクラスの何れかに特異的であってもよい。
【０１０５】
　上記の実施形態は、対象物１００がフレーム体１０４を含む対象物の種々の機能モジュ
ール、内部／外部コンポーネント又はモジュール、並びにケーブル１３２及びコネクタ１
３４をカスタマイズすることにより変更されてもよいという点において有利である。例え
ば、フレーム体１０４及びフレーム嵌合可能なアイテム１４０の分離性を実現するいくつ
かの実施形態は、フレーム体１０４及びフレーム嵌合可能なアイテム１４０の種々のフォ
ームファクタを収容し得る。そのような分離性は、ある人が、製造業者、販売業者又は顧
客に拘らず、フレーム体１０４又はフレーム受け入れ可能なアイテムを破棄することなく
、彼／彼女／それにとって利用可能になるために、フレーム体１０４を交換する効果と、
残りのフレーム１０２、装置又は対象物１００の組み立て業者以外の代替の製造業者から
もたらされてもよい様々なフレーム体１０４を幅広く拡張し得る交換可能な効果とをもた
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らしてもよい。
【０１０６】
　有利であることに、フレーム１０２、機器、装置又は対象物１００の重要な物理コンポ
ーネントを装置又は対象物１００から内部又は外部交換可能にすることは、フレーム１０
２、機器、装置又は対象物１００について、各そのようなコンポーネントが取り付け可能
及び取り外し可能であるように、完成したパズルのピースのように、互いから離れている
又はそれらの間でぴったり嵌合するようになっている、又はそれらのコンポーネントの一
部が他から離れている及び一部がそれらの間でぴったり嵌合するようになっているに拘ら
ず、そのようなコンポーネントの内部又は外部再嵌合可能モジュール方式を与える。
【０１０７】
　モジュール方式を実現することにより、これらの実施形態は、複数の効果の多様性の１
つ又は複数、例えば、フレーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュータの製造、組
み立て又は構成におけるコスト効率の改善をもたらすが、それらに限定されない。これら
の実施形態は、顧客又は製造業者が、フレーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュ
ータを破棄する必要なく、取り外し可能な機能モジュール１０６などの他のモジュールを
無駄にすることなく、重要なコンポーネントを更新してもよいように、顧客がそうした特
定のクラスのフレーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュータの種々の構成を得る
（例えば、特定の通信の特徴を追加する）ための多くの選択肢を提供し得る。
【０１０８】
　これらの実施形態では、全機器、フレーム１０２又は対象物１００を置き換える必要な
く、従って破棄する必要なく、１つ又は複数の種々のモジュールをその改善されたモジュ
ールのバージョンに置き換えることに基づいて、フレーム１０２、対象物１００、装置又
はコンピュータのアップグレードを可能にしてもよい。
【０１０９】
　これらの実施形態はまた、そのような分離性が、ある人が製造業者、販売業者又は顧客
であるかどうかに拘らず、フレーム１０２、フレーム体１０４又はフレーム受け入れ可能
なアイテムを破棄することなく、彼／彼女／それにとって利用可能になるためにフレーム
体１０４を交換する効果をもたらすという点で、有利である。
【０１１０】
　有利であることに、電力供給されるフレーム体１０４はアクティブ又はスマートであっ
てもよく、これらのスマートフレーム１０４は、メディアに関連する装置であるか否かに
拘らず、任意のフレーム嵌合可能なアイテム１４０に、例えば、規定又はＨＤ／３Ｄのメ
ガネ、テレビジョンセット、モニタ、デジタル・フォト・フレーム又は広告用掲示板の一
部として、１つのカバンの一部として、又は１つの家具の一部として、広く適用されるが
、それらに限定されない。そのようなアクティブ又はスマートフレーム１０４は、アミュ
ーズメント及び／又はプロモーション、例えば、広告及び／又は機能性（例えば、ＮＦＣ
、動き／光センサ又はイルミネーションを利用することにより）の対象物になり得る。
【０１１１】
　図３Ａ乃至３Ｄに示す取り付け手段の実施形態のいくつかにおいては、これらの実施形
態は、２つ又は３つ以上の取り外し可能な機能モジュール１０６間の、又は対象物１００
又はフレーム１０２におけるフレーム体１０４とフレーム嵌合可能なアイテム１４０との
間の、例えば、コンテンツのディスプレイ１１６の機器と対象物１００又はフレーム１０
２のそれぞれのフレーム体１０４との間の分離性において有利である。そのような取り付
け手段を有するモジュール及びフレーム体は、フレーム１０２、対象物１００、装置又は
コンピュータがカスタマイズされるときに、機能モジュールが変更される又は切り換えら
れることを可能にしてもよい。
【０１１２】
　いくつかの実施形態では、変更可能パワーコード１３０又はケーブル１３２を含むこと
で、フレーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュータは、様々なユーザ及びアプリ
ケーションに対してカスタマイズされてもよい。パワーコード１３０又はケーブル１３２



(19) JP 2016-510143 A 2016.4.4

10

20

30

40

50

は、種々のコネクタを有する種々のパワー・アダプタ１３６などの種々のアプリケーショ
ンと嵌合するように、分離可能なコネクタ１３４及び種々のカプセル化を変更することに
よりカスタマイズされてもよく、又は、カプセル化物の色／材料／長さが様々なユーザの
様々な嗜好のために変更されてもよい。
【０１１３】
　有利であることに、フレーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュータのいくつか
の実施形態は、ユーザの個人的詳細データをフレーム１０２、対象物１００、装置又はコ
ンピュータに入れる必要なく、機器を介してアクセス可能なサービスを含むフレーム１０
２、対象物１００、装置又はコンピュータの１つ又は複数の特徴又は機能のパーソナライ
ゼーションを可能にするが、それらに限定されず、従って、ユーザの個人的詳細データを
対象フレーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュータに埋め込むことなく、ユーザ
の信頼を維持しながら、パーソナライゼーションを実現してもよい。
【０１１４】
　図６を参照するに、フレーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュータは、製造プ
ロセス後に変更されてもよい仮想マシン６０２を動作／操作してもよい。例えば、製造業
者、販売業者又は顧客である人又は機械は、遠隔的であるか直接的であるかに拘らず、Ｖ
Ｍ６０２を更新する。更に、製造業者、販売業者又は顧客に拘らず、ある人は、フレーム
１０２、対象物１００、装置又はコンピュータ（例えば、適切な「スマートフォン」、「
タブレット」及び他のコンピュータ）を含む、受け入れＶＭにおいて、及び当業者に知ら
れている任意の他の装置において、ＶＭ６０２のコピーを実行してもよい。
【０１１５】
　人は、提供された実施形態の１つに従って、ＶＭ６０２を用いることにより動作又は機
能のある性能をエミュレートしてもよい。人は、１つの機器又はフレーム１０２、対象物
１００、装置又はコンピュータ上のＶＭ６０２と、別のフレーム１０２、対象物１００、
装置又はコンピュータにおける適合ＶＭ６０２との間の通常利用可能な通信の何らかの手
段又は別の手段を介して何らかの他のＶＭ常駐機器又はフレーム１０２、対象物１００、
装置又はコンピュータに影響を与えてもよい。人はまた、ＶＭ６０２により配置されたマ
シン・ツー・マシン通信により提示されるコンテンツ、記録又は命令などのデータのパッ
シブレセプタクル、その人とフレーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュータとの
間に直接通信が存在する何れかの人により導入される相互作用レセプタクル、又は、１つ
又は複数の他のフレーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュータに対するそのよう
なデータのパブリッシャに限定されないが、それらを含むＶＭ常駐フレーム１０２、対象
物１００、装置又はコンピュータをある二者択一の状態にすぐにしてもよい。これらの状
態は、例えば、状態のコマンドのボタン又はシンボルに触れること、又はＶＭ６０２によ
りルールのセット又はリモートコマンドを参照することにより、選択可能であってもよい
。
【０１１６】
　有利であることに、ＶＭ６０２を受け入れる機器、フレーム１０２、対象物１００、装
置又はコンピュータをすでに有する人は、製造業者、販売業者又は顧客に拘らず、機器、
フレーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュータがＶＭ６０２を欠いている場合、
機器、フレーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュータに対して／内にＶＭ６０２
を取り付けてもよく、又はＶＭ６０２のバージョンが、機器、フレーム１０２、対象物１
００、装置又はコンピュータに既に常駐している場合、ＶＭ６０２を更新してもよい。
【０１１７】
　分散コンピュータネットワーク６１２により補足された仮想マシン６０２は、ＶＭ６０
２が関連する機器、フレーム１０２、対象物１００、装置又はコンピュータにおいて、Ｖ
Ｍ６０２によって施される規定に関連して、そのようなデータを処理する必要性を緩和す
ることが、ＶＭ６０２の利用からの恩恵を享受し得る機器、フレーム１０２又は対象物１
００の範囲をかなり拡大する点で、有利である。
【０１１８】
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　例示としての一実施形態では、図１を参照するに、メディア１００に関連する装置は、
１つ又は複数の上記実施形態による装置であって、一組のフレーム体１０４の間で切り換
える可能性を有する少なくとも１つのフレーム１０２と、ディスプレイ１１６の少なくと
も１つの機器、又は切り換えるためのディスプレイ１１６の更に異なる機器であって、デ
ィスプレイ１１６の機器はスリーブ５００、パン４００又はそれら両方に常駐してもよい
、機器と、ＶＭ６０２を含むコア１１２と、ＳＩＭ装置コンテナ、ネットワークアダプタ
装置コンテナ又はＮＦＣ装置コンテナ、又はＳＩＭ装置、ネットワークアダプタ装置及び
ＮＦＣの２つ又は３つ以上を含むコンテナ、又は置換物の何らかの組み合わせのうちの少
なくとも１つを含むネットワークモジュール１１４と、ＡＣ－ＤＣ変圧器、１つ又は複数
の電池、又は太陽エネルギー装置のうちの任意の１つを含むパワーパック１２６コンテナ
と、固定された又は調節可能なスタンド１２２又はクレードル１２４と、分離可能なコネ
クタ１３４を有し、プラグ１３８により変圧器１３６と接続するように配置されたパワー
コード１３０と、機械可読コード及び／又は外部から読み出し可能なコードを識別するよ
うに動作可能な識別モジュールとを備える、装置が提供される。
【０１１９】
　本発明の趣旨から逸脱することなく、対象物用のフレームは任意の対象物に内蔵又は嵌
合可能とされてもよい。これらの対象物は、フォトフレーム、電子スクリーン上のデジタ
ル写真を表示するアプリケーション、モニタ、メディアを提示するコンピュータ、電話の
ハンドセット、携帯音楽プレーヤ、テレビジョンセット、モニタ、特定のウェアラブル個
人装備品、スマートグラス、広告掲示板（アナログ、デジタルに拘らず）又はメディアに
関する任意の他のアプリケーションを含むが、それらに限定されない、メディアに関連す
る任意の装置であってもよい。
【０１２０】
　広範囲に亘って記載されている本発明の趣旨又は範囲から逸脱することなく、特定の実
施形態において示されている本発明に対して、多くの変形及び／又は修正がなされてよい
ことを当業者は理解できるであろう。従って、本発明の実施形態は、すべての点で例示で
あり、限定的でないとみなされるべきである。
【０１２１】
　本明細書に含まれる従来技術への如何なる参照も、別段の指示がない限り、その情報が
一般的知識であるという承認として捉えられるべきではない。
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【図１】 【図２】

【図３Ａ】 【図３Ｂ】
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【図３Ｃ】 【図３Ｄ】

【図４Ａ】 【図４Ｂ】
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【図５】 【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月14日(2015.10.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象物用のフレームであって、前記対象物と取り外し可能に係合し、前記対象物を支持
し、又は前記対象物と共に動作するように配置されたフレーム体を備え、前記フレーム体
は、１つ又は複数の機能モジュールを備え、前記１つ又は複数の機能モジュールの各々は
、前記フレームが前記対象物と係合し、前記対象物を支持し、又は前記対象物と共に動作
しているときに、前記フレーム体又は前記対象物に処理又はアクティブ機能を与えるよう
に配置され、前記フレーム体は更に、前記対象物を少なくとも部分的に囲繞又は包囲する
ように配置されている、フレーム。
【請求項２】
　前記１つ又は複数の機能モジュールの少なくとも２つは更に、前記フレーム体又は前記
対象物に前記処理又はアクティブ機能を与えるように互いにインタラクトするよう配置さ
れている、請求項１に記載のフレーム。
【請求項３】
　前記１つ又は複数の機能モジュールの少なくとも２つは、モジュール式の機能配置を与
えるように互いに相互通信するよう配置されている、請求項１に記載のフレーム。
【請求項４】
　前記フレーム体は、前記フレーム体又は前記対象物に前記処理又はアクティブ機能を与
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えるように前記フレーム体に配電される電流により電力供給される、請求項１に記載のフ
レーム。
【請求項５】
　前記機能モジュールは、前記フレーム体に前記電流を配電するように動作可能であるパ
ワーモジュールを備える、請求項４に記載のフレーム。
【請求項６】
　前記１つ又は複数の機能モジュールは、前記フレーム体を嵌合するように寸法決めされ
たフレーム嵌合可能なアイテムを含む、請求項１に記載のフレーム。
【請求項７】
　請求項１に記載のフレームとインタラクトする方法であって、
　－　仮想マシンを構成又は増強するように通信ネットワークを介して１つ又は複数のフ
レームを接続し、
　－　前記１つ又は複数のフレーム又は対象物の前記処理又はアクティブ機能を操作する
ように前記仮想マシンとインタラクトする
　ステップを含む方法。
【請求項８】
　前記仮想マシンを構成するように前記通信ネットワークを介して処理モジュールに前記
１つ又は複数のフレームを接続するステップを更に含む、請求項７に記載のフレームとイ
ンタラクトする方法。
【請求項９】
　前記仮想マシンは、前記仮想マシン、前記１つ又は複数のフレーム又は前記対象物のう
ちの少なくとも１つにおけるデータの提示の前に、前記データを処理するように配置され
た少なくとも１つの分散コンピューティングネットワークと通信するよう動作可能である
、請求項７に記載のフレームとインタラクトする方法。
【請求項１０】
　前記フレーム体に前記フレーム嵌合可能なアイテムを取り外し可能に係合するように配
置された取り付け手段を更に備える、請求項６に記載のフレーム。
【請求項１１】
　前記フレーム体に取り外し可能に取り付けるように配置された外部モジュール式構造を
更に備え、前記外部モジュール式構造は、１つ又は複数の外部機能モジュールを備えるよ
うに配置され、前記１つ又は複数の外部機能モジュールの各々は、前記フレーム体又は前
記対象物に前記処理又はアクティブ機能を与えるように配置されている、請求項１に記載
のフレーム。
【請求項１２】
　前記フレーム体は、取り外し可能なスタンドに取り外し可能に取り付けられ、前記取り
外し可能なスタンドは、一部分又は全体のフレーム体の大きさの変更を適応させるよう手
動で又は自動的に拡張可能である、請求項１に記載のフレーム。
【請求項１３】
　前記フレームのユーザの同一性を前記フレームの同一性と関連付けることを容易化する
よう配置された識別配置を更に備える、請求項１に記載のフレーム。
【請求項１４】
　前記識別配置は、外部の認証済み装置を介してユーザ識別情報を取得することで、前記
ユーザの同一性を前記フレームの同一性と関連付けるように配置されている、請求項１３
に記載のフレーム。
【請求項１５】
　前記フレーム体は、物理的接触又は係合なしに前記対象物と共に動作するように配置さ
れている、請求項１に記載のフレーム。
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